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別紙６  

令和４年度公共用水域水質調査結果 

 

水質汚濁防止法第 16条第 1 項の規定による測定計画等に基づき、市内の公共用水域 30 地点にお

いて実施した令和 4年度の水質調査結果は、以下のとおりである。 

 

１ 河川（25 地点：測定計画地点（環境基準点）3 地点、市独自調査地点 22 地点） 

（１）健康項目 

環境基準点（3地点）では、新花見川橋でほう素の環境基準を達成しなかったが、その他の

項目は、全地点で環境基準を達成した。 

市独自調査地点（22 地点）では、高洲橋、浜野橋、どうみき橋でほう素の環境目標を達成し

なかったが、その他の項目は、全地点で環境目標を達成した。 

（２）生活環境項目 

環境基準点では、全地点で環境基準を達成した。 

また、市独自調査地点では、下泉橋で大腸菌数が環境基準及び環境目標を達成しなかったが、

その他の項目は、全地点で環境基準及び環境目標を達成した。 

 

２ 海域（5 地点：測定計画地点（環境基準補助点）3 地点、市独自調査地点 2 地点） 

（１）健康項目 

全地点で環境基準を達成した。 

（２）生活環境項目 

   環境基準補助点では、全地点で環境基準を達成した。 

   市独自調査地点では、1地点で化学的酸素要求量（COD）、2地点で全窒素、全りんが環境基

準および環境目標を達成しなかった。 

 

本市としては、環境基準等の達成に向け、工場・事業場に対する規制・指導及び生活排水対策な

ど、引き続き各種の施策を講じていく。 

 

1 調査概要 

（１）測定計画 

測定計画は、水質汚濁防止法第 16 条第 1 項の規定により都道府県が毎年作成するもので、水質

に係る常時監視は同計画に基づき実施している。 

測定項目は、以下のとおりである。 

 

＜健康項目（計 27項目）＞ 

カドミウム、全シアン、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、アルキル水銀、ポリ塩化ビフェニル、

ジクロロメタン、1,2-ジクロロエタン、1,1-ジクロロエチレン、シス-1,2-ジクロロエチレン、四

塩化炭素、1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、トリクロロエチレン、      

テトラクロロエチレン、1,3-ジクロロプロペン、チウラム、シマジン、チオベンカルブ、ベンゼ

ン、セレン、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ふっ素（河川）、ほう素（河川）、1,4-ジオキサン 
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＜生活環境項目（計 13項目）＞ 

水素イオン濃度指数（pH）、溶存酸素量（DO）、生物化学的酸素要求量（BOD）、化学的酸素

要求量（COD）、浮遊物質量（SS）、全窒素、全りん、大腸菌数、n-ヘキサン抽出物質、全亜鉛、

ノニルフェノール、直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩（LAS）、底層溶存酸素量（底

層 DO） 

 

（２）環境基準点等 

環境基準点は、広域的な視点から測定計画に位置付けられた、当該水域で環境基準を満たしてい

るかの評価を行う調査地点である。また、環境基準補助点は、測定計画において環境基準点におけ

る測定を補助する目的で選定される地点である。 

本市においては、花見川・都川・葭川の 3河川のそれぞれ 1地点が環境基準点として位置付けら

れている。また、本市地先海域の 3地点が環境基準補助点として位置付けられている。 

 

（３）調査地点 

環境基準点及び環境基準補助点に市独自調査地点（6 河川 22 地点、海域 2 地点）を加えた 9 河

川 25地点及び海域 5地点（図 1）において実施している。 

なお、市独自調査地点のうち、類型指定のない河川 15 地点については、生活環境項目の環境基

準は適用されない。 

 

（４）環境目標値 

千葉市では、千葉市環境基本計画により環境基準点、環境基準補助点を含む河川 18地点、海域 2

地点に環境目標値を設定している。 

 

２ 調査結果 

（１）河川 

ア 健康項目（表 1） 

環境基準点（3 地点）では、新花見川橋でほう素の環境基準を達成しなかったが、その他の項

目は、全地点で環境基準を達成した。 

市独自調査地点（22地点）では、高洲橋、浜野橋、どうみき橋でほう素の環境目標を達成しな

かったが、その他の項目は、全地点で環境目標を達成した。 

 

＜環境基準値及び環境目標値を超過した地点の結果＞ 

調 査 地 点 
ほう素 

環境基準及び環境目標値：1mg/L 以下 

新花見川橋（花見川） 1.7 

高洲橋（花園川） 3.1 

浜野川（浜野橋） 2.3 

どうみき橋（浜野川） 1.2 
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イ 生活環境項目（表 2） 

環境基準点では、全地点で環境基準を達成した。 

市独自調査地点では、下泉橋で大腸菌数が環境基準及び環境目標を達成しなかったが、その他

の項目は、全地点で環境基準及び環境目標を達成した。 

 

（２）海域 

ア 健康項目（表 3） 

全地点で環境基準を達成した。 

イ  生活環境項目（表 4） 

環境基準補助点では、全地点で環境基準を達成した。 

    市独自調査地点では、1地点で化学的酸素要求量（COD）、2地点で全窒素、全りんが環境基準

及び環境目標を達成しなかった。 

 

＜環境基準値及び環境目標値を上回った地点の結果＞ 

調 査 地 点 
全りん 全窒素  

環境基準：0.05mg/L 以下 環境基準：0.6mg/L 以下  

東京湾 No.7 

（いなげの浜地先） 
0.11 0.68  

調 査 地 点 

全りん 全窒素 COD 

環境基準：0.05mg/L 以下 

環境目標値：0.05mg/L以下  

環境基準：0.6mg/L 以下 

環境目標値：0.6mg/L以下  

環境基準：3.0mg/L 以下 

環境目標値：3.0mg/L以下 

東京湾 No.8 

（幕張の浜地先） 
0.089 0.88 3.1 
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図１ 公共用水域調査地点図 

 
 

水域名 番号 調査地点名  水域名 番号 調査地点名 

花見川 

①* 新花見川橋 村田川 ２０* 高本谷橋 

２ 汐留橋 浜田川 ２１* 下八坂橋 

３* 花島橋 花園川 ２２* 高洲橋 

４ 勝田川管理橋 
浜野川 

２３* 浜野橋 

５ 
八千代都市下水路 

横戸町 33 番地先 

２４ どうみき橋 

生実川 ２５* 平成橋 

都 川 

⑥* 都橋 

海 域 

２６ 千葉港 No,1 

７ 立会橋下 ２７ 千葉港 No,3 

８* 青柳橋 ２８* 千葉港 No,5 

９* 新都川橋 ２９ 東京湾 No,7 

１０* 辺田前橋 ３０* 東京湾 No,8 

１１* 高根橋  

 

 備考 

 ○印は、環境基準点である。 

 □印は、環境基準補助点である。 

 ＿は、類型指定のある地点である。 

* 印は、環境目標値が設定された 

地点である。 

葭 川 

⑫* 日本橋 

１３ 都賀川橋梁 

１４* 源町 407 番地地先 

鹿島川 

１５ 下泉橋 

１６ 中田橋 

１７ 富田橋 

１８* 平川橋 

１９* 下大和田 1146 番地地先 
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表１ 河川における健康項目の調査結果 

（単位：mg/L） 
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備 考 
1． 健康項目に係る環境基準は、年間平均値（全シアンは最高値）で評価する。 

2． 項目名の下の（ ）内は、環境基準値及び市環境目標値を示す。 

3． 地点名の「○」印は、環境基準点であることを示す。 

4． 「-」印は、測定していないことを示す。 

5． 総水銀が検出された場合、アルキル水銀を測定する。 

6． ※においては、測定地点が河口付近であり、海水の影響を受けていると考えられる。



8 

表２ 河川における生活環境項目の調査結果 

 

（1）花見川（環境基準 C類型、生物 B類型） 

 
 

（2）都川（環境基準 E類型、生物 B類型） 
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（3）葭川（環境基準 E類型、生物 B類型） 

 
 

（4）鹿島川（環境基準 A類型、生物 B類型） 

 

 

 

（5）村田川（環境基準 C類型） 
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（6）その他 

 

 

備 考 

1. 地点名の「○」印は、環境基準点であることを示す。 

また、「△」印は、類型指定されていない調査地点であることを示す。 

2. BODは年間 75%値、その他は年間平均値である。 
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表３ 海域における健康項目の調査結果 
 

（単位：mg/L） 

 
 

 
 

 

備 考 

1． 健康項目に係る環境基準は、年間平均値（全シアンは最高値）で評価する。 

2． 項目名の下の（ ）内は、環境基準値及び市環境目標値を示す。 

3． 地点名の「※」印は、環境基準補助点であることを示す。 

4． 「-」印は、測定していないことを示す。 

5． 総水銀が検出された場合、アルキル水銀を測定する。 
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表４ 海域における生活環境項目の調査結果 
 

 

（1）千葉港（C・IV類型：環境基準補助点、生物 A類型） 

 

 

 

（2）東京湾（C・III類型：市独自調査地点 No.7、B・III 類型：市独自調査地点 No.8、生物 A 類型） 

 

備 考 

1． 地点名の「※」印は、環境基準補助点を示す。 

2． CODは「各月の上層下層平均値」の年間 75%値、全窒素/全りんは上層のみの年間平均値、底層 DOは下層のみの年

間平均値、その他は上層下層の年間平均値である。 

3． 「-」印は、測定していないことを示す。 

4． 底層DOの環境基準の達成状況の評価、具体的な水域における類型指定等については現在検討中であることから、千

葉市の測定地点における環境基準は決定していない。 


